
1.附属機関について

行政における附属機関とは、行政執行のために、又は行政の執行に伴い必要な調停、審

査、審議、又は調査等を行うことを職務とする機関のことです。また、地方自治法第百三

十八条の四に規定する委員会、附属機関については法律又は条例によらなければならない

とされています。

一方、意見聴取を目的とする懇談会、内部職員を委員とし外部アドバイザーの参画も得

ている庁内会議などは附属機関でなく、要領で設置することができるその他の会議に分類

されます。

(参考)地方自、治法(昭和22年法律第67号)

第百三十八条の四 普通地方公共団体にその執行機関として普通地方公共団体の長の外、法律の

定めるところにより、委員会又は委員を置く。� 

② 普通地方公共団体の委員会は、法律の定めるところにより、法令又は普通地方公共団体の条

例若しくは規則に違反しない限りにおいて、その権限に属する事務に関し、規則その他の規程を

定めることができる。� 

③ 普通地方公共団体は、法律又は条例の定めるところにより、執行機関の附属機関として自治

紛争処理委員、審査会、審議会、調査会その他の調停、審査、諮問又は調査のための機関を置く

ことができる。ただし、政令で定める執行機関については、この限りでない。

第二百二条の三 普通地方公共団体の執行機関の附属機関は、法律若しくはこれに基く政令又は

条例の定めるところにより、その担任する事項について調停、審査、審議又は調査等を行う機関

とする。� 

② 附属機関を組織する委員その他の構成員は、非常勤とする。� 

③ 附属機関の庶務は、法律又はこれに基く政令に特別の定があるものを除く外、その属する執

行機関において掌るものとする。� 
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2.金融組織図

N 

保育所のあり方懇談会

目的:公立保育摂の今後のあり方につい
て検討を行う。

吹田市長

。麓学前提重教膏機探膏擁鎌
検討プロジヱクトチーム会議

閥的;幼稚冨・保育闘の今後のあり方、
新システム、教育園探宵ビジョンの検討、
簸定安行う。� 

φ就学前児童教曹剛集荷擁難犠討
作業部会 φ公立鵡義富のあり方検討会議

認鶴;控当者を交えての作議部会。あ
り方懇・会議の報告を掠家え、教予寄・

閥的;公立幼稚冨の今後のあり方!こつい

保育ゼジョンの原案作成作業安行う。
て検討を行う。

ぜジョンの進行管理を行う。� 



3.吹田市公立保育所のあり方懇談会


報告書〈案〉


平成24年� (2012年〉林月

吹田市公立保育所のあり万懇説会� 
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一自次〈案〉一

はじめにく本報告書倖成の持患と趣旨〉� 

2 公立保樟所が担うベさき役割� 

(1 )公私立保書所の役割 

(2)特出楳膏について� 

3 i寒帯所入萌待機見藁薄策� 

4 地域子商て支援事業� 

5 保育所施設・設備の繋備� 

6 その櫓� 

(1 )民営犯のあり方 

(2)保健料について� 

(3)保衛士配置基準� 

(4)幼保の連携について� 
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